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　20 世紀の 100 年間に、我が国では 10 人以上の死者・行方不明者の出た震災が平均 3.2
年に 1回の割合で起きてきた。21 世紀に入っても、同じペースで震災は続いている。
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୯㒂ᅗ㝷✭῿⁝㉦㊨ ⌟ᅹ䛴ᖲᆍ₳న3.3m 4.8m ⌟ᅹ䛴‮₳న䟺᭶᭻ᖲᆍ‮₳న䟻Ὼᬦ໩䛱䜎䜑୕᪴ᕠኬྋ㢴䛱䜎䜑₳న೩ 3.5m0.5m㧏₳䛴₳న ᭯⩇ἴ㧏1.2m᭩䜈㧏䛊㆜ᓃ
　地球温暖化による気候変動の影響のひとつとし
て、台風の被害の増大の懸念が指摘されている1）。
日本でも、2011 年台風 12 号は、観測史上の降水量
記録を大幅に更新した。



























930 hPa よりも低い 915 hPa となる。このケースで
は、名古屋港での潮位偏差は最大 5.6 mとなり、伊
勢湾台風の際の観測記録 3.5 mの約 1.6 倍となる。
　2099 年 9月時点では、IPCCのA1Bシナリオに
よれば、大気中のCO2 濃度が 710 ppmでなお濃度
上昇が収束しないとされている。この気候条件で
は、最大級の台風の紀伊半島上陸時の中心気圧は、












































































































と評価値は、今後、OECD や ISO 規格にも提案される予定である。
参　考
1）　竹村誠洋、「ナノテクノロジーの社会受容に関する取り組み」、科学技術動向、2008 年 3 月号、p.24
2）　中西準子、ナノリスク評価書〜考え方と結果の概略〜（略称：考え方）、2011 年 8 月 17 日（最終報告版）
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界効果移動度が最大で 31.3 cm2/Vs（平均 16.4 cm2/
Vs）を示した。これは、従来の有機 TFT の約 100
倍の値で、現在液晶ディスプレイに適用されてい







































　*C8–BTBT：2,7–dioctyl [1] benzothieno [3,2–b] [1]
benzothiophene
トピックス3 インクジェットにより高移動度単結晶有機デバイスを作製する技術
　2011 年 7 月、（独）産業技術総合研究所を中心とする研究グループは、インクジェット印刷により
基板上の任意の位置に単結晶の有機半導体膜を作製する技術を発表した。試作した有機薄膜トランジ
スタ（TFT）は、電界効果移動度が従来の TFT の約 100 倍の値で、現在液晶ディスプレイに用いら
れている非晶質シリコン TFT や酸化物 TFT を超える性能であった。高い移動度を有する単結晶の有
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.jp .com ᩺gTLD ᩺gTLD 䝌䝇䝛䝰䝝䝯䝍䝥䜨䝷 䜹䝚䝍䝥䜨䝷 .go .co 䝟䜽䝌ྞ .nistep 䝯䞀䝌㻧㻱㻶䜹䞀䝔䞀㻃    .ne     
参　考
1）　ICANN ニュースリリース（2011 年 6 月 20 日）：http://www.icann.org/en/announcements/announcement-20jun11-en.htm
2）　GMO ドメインレジストリ（株）　ニュースリリース（2011 年 6 月 21 日）：http://www.gmo.jp/news/article/?id=3770
3）　日本ベリサイン（株）　ニュースリリース（2011 年 6 月 22 日）：https://www.verisign.co.jp/press/2011/pr_20110622b.html
　インター ネットのドメインを管理する国際団体 Internet 
Corporation for Assigned Names and Numbers 











　ICANN は、2012 年 1 月12日から4 月12日までの期













　Web サーバーや mail サーバーには、IPv4 の場合、






変換され、その IPアドレスを持つ web サーバ にー繋がる。
　ドメインは、図表のような階層構造をしており、各ドメイ





各地の分散サイトで運営されている。新 gTLD がル トー
















　インターネットのドメインを管理する国際団体 Internet Corporation for Assigned Names and Numbers（ICANN）
は、2011 年 6 月 20日に分野別のトップレベル・ドメイン（gTLD）の自由化を決定した。gTLD には、「.com」
や「.net」など 22 種類のドメインがあるが、新たに都市名や企業名あるいは製品名や製品分野名を登録できる
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Research Satellite）が、20 年目の 2011 年 9 月 24
日に米領サモア付近で大気圏に再突入し、総計





が 57 度であるため、北緯 57 度から南緯 57 度まで、
世界の人口の大部分が居住している広い地域で落
下の可能性があった。特定の人が落下物にぶつか















率は「UARS」より高い 2,000 分の 1 と発表された。
　飛行経路をウェブ情報3）により追跡したところ、
10 月 23 日の日本時間 9 時 35 分前後に屋久島、足
摺岬、琵琶湖、北アルプスなどの上空を飛行して
三陸海岸から太平洋へ抜けていた。その直後、10





した。最終予測は日本時間 10 月 23 日朝に、8 時
30 分から 14 時の間と発表された。この中央値が






























3）　REAL TIME SATELLITE TRACKING：http://www.n2yo.com
TOPICS




























Facebook の利用者は全世界で 7億 5000 万人を越




































社の平均報酬を基に、46.6〜51.0 億 US$ と推定し
た。間接効果は、米国企業の平均報酬を基に 75.3〜
106.1 億 US$ と推定した。両効果を合計し、経済効












参　考　Il-Horn Hann, Siva Viswanathon, and Byungwan Koh, The Facebook App Economy, Center for Digital 









　2011 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 3 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー























1）　Lemaitre B. et al., The dorsoventral regulatory gene cassette spätzle/Toll/cactus controls the 
potent antifungal response in drosophila adults. Cell 1996；86：973-983.（背腹の制御遺伝子カセッ
トspätzle/Toll/cactus は、ショウジョウバエで抗真菌反応をコントロールする）
2）　Poltorak A. et al., Defective LPS signaling in C3H/HeJ and C57BL/10ScCr mice：Mutations in 
Tlr4 gene. Science 1998；282：2085-2088.（C3H/HeJ マウスおよび C57BL/10ScCr マウスにおけ
る LPS シグナリングの欠損：Tlr4 遺伝子の変異）
3）　Steinman R. M. et al., Identification of a novel cell type in peripheral lymphoid organs of mice. 
Journal of Experimental Medicine 1973；137：1142-1162.（マウスの末梢リンパ組織における新
規の細胞種の同定）
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　Riess 博士たちは 16 個の
Ia 型超新星を、Perlmutter








1）　A.G. Riess et al., Astron. J., 116, 1009-1038,（1998）
2）　S. Perlmutter et al., Astrophys. J., 517, 565-586,（1999）























デルと考えることができる（図表参照）。格子点を結ぶ直線の間隔は、L/S=（1+ 5 ）/1 で、









1）　D. Shechtman, I. Blech, D. Gratias and J. W. Cahn, “Metallic Phase with Long-Range 
Orientational Order and No Translational Symmetry”, Phys. Rev. Lett. 53, 1951–1953（1984）
2）　Dov Levine and Paul Joseph Steinhardt, “Quasicrystals: A New Class of Ordered Structures”, 
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図表 6　各発電方式によるライフサイクル CO2 排出量（単位：g–CO2 / 送電端 kWh）
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の投資は莫大なものとなる。地下
2000 m 程度まで掘るとすると、






















深度 2000 m の掘削調査に対して、
最大 5 億円しか負担されないこと
を意味する。後述するバイナリー
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図表 8　ドライスチーム / フラッシュ型発電
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　2008 年 に ス タ ー ト し た 産 学
官 協 働 の 地 熱 技 術 プ ロ グ ラ ム
（The Geothermal Technologies 






も、National Renewable Energy 
Lab（NREL）の試算によって全









が EGS 技術に取り組む米AltaRock 



















































































府は、2020 年までに現在の 40 倍
となる約 280 MW の地熱発電設
備の導入を予測している。これ

























は，深さ 2300 m の井戸より 65℃
































され、深度 3 km 以上も掘削して
も採算が合う試算になる。また、

























































































約 9.6 GW と見積もった31）。これ
は、2 章で述べた資源量（発電出
力 23,470 MW 分）とは別のもの
である。
　前述のとおり、150℃以上の熱
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1981 年 に は さ ら に 200 t/h 増 湯
された。このような経緯を経て、
現在は東北水力地熱（株）が 70℃、
最大 260 t/h の温水を有償で提供
している。温水の供給先はホテ
ル・旅館・民宿・ペンション合わ
せ て 38 軒、 保 養 所 25 軒、 別 荘
613 軒、商店 15 軒、貸別荘施設・
病院・老人ホーム・日帰り温泉施













図表 14　エネルギー自給率の高い地域（上位 10 地域）
出典：参考文献27）
算出方法について
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　再生可能エネルギーの一つであ
る地熱は、発電に換算した資源量



































































































































































































































































4）　科学技術動向 2010 年 3 月号：http://www.nistep.go.jp/achiev/results02.html
5）　井上素行、白石　栄一「再生可能エネルギーとしての新たな時代の水力」、科学技術動向 2010 年 3 月号：
http://www.nistep.go.jp/achiev/results02.html






















25）　Geothermal development and research in iceland, Orkustofnun アイスランド大使館提供資料
26）　“Bericht der Bundesregierung über ein Konzept zur Förderung, Entwickliug und Markteinführung von 
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地震の概要
































く 21 世 紀 の 11 年 間 で は、2004
年中越地震、2007 年中越沖地震、
2008 年岩手・宮城内陸地震、そ





















































500 km×200 km を囲み、最大滑



























更新され、図表 2 は 2011 年 1 月
1 日時点での 30 年確率である。
　図表 1 と図表 2 を見比べると、







1896 年 6 月の明治三陸津波地震






高は最高値で 38.2 m と推測され、






1897 年にかけての 1 年半の間に、



















の沈み込み速度は約 8 cm / 年と






















































































城県沖の地震（図表 2 の C＋G）
に対しての予測震度分布（右図）
と、実際に起きた地震の観測震度
図表 2　地震調査研究推進本部が 2011 年 1 月 11 日に公表した地震地域区分と予測地震の発生確率
（表は、推定マグニチュードと 2011 年 1 月 1 日から数えて 30 年以内の発生確率）
地震本部資料3）を基に科学技術動向研究センターにて作成




ち上げ、2005 年〜2009 年の 5 ヵ
年をかけて総合調査と分析を進め
てきた。関わった研究者数は延





































































































と 16 年後の 2010 年秋10）の大会
図表 5　（社）日本地震学会秋季大会のセッション名と発表件数（1994 年および 2010 年の比較）
科学技術動向研究センターにて作成























































（Seismological Society of America）
に対しても行なってみた。米国西
海岸では、約 20 年前、1989 年ロ
マ・プリータ地震（M6.9、死者
63 名）、1992 年ランダース地震






それぞれ 301 件、543 件、と件数
の伸びが大きく、近年では日本の
学会での発表件数とほぼ拮抗して
いる。また、2000 年と 2010 年の
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活断層および海溝型地震の長期評価結果一覧（2011 年 1 月 1 日での算定）：http://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/
ichiran_past/ichiran20110111.pdf
4）　阿部勝征、月刊地球、Vol.25、No.5、337-342、2003.
5）　島崎邦彦、科学、2011 年 5 月号 .
6）　Ruff, L. and H. Kanamori, Tectonophysics, 99, 99-117, 1983.
7）　地震調査研究推進本部ホームページ：http://www.jishin.go.jp/main/oshirase/201103111446sanriku-oki.gif
http://www.jishin.go.jp/main/kyoshindo/pdf/20051214miyagi.pdf




11）　Program for 2000 SSA Annual Meeting：http://www.seismosoc.org/meetings/ssa2000_program.html
12）　Program for 2010 SSA Annual Meeting：http://www.seismosoc.org/meetings/2010/SSA2010ProgramSchedule.pdf
13）　（社）日本地震学会定款：http://www.zisin.jp/modules/pico/index.php?content_id=104
14）　Seismological Society of America ホームページ：http://www.seismosoc.org/
15）　朝日新聞 2011 年 6 月 2 日朝刊 .
16）　山岡耕春、日本地震学会ニュースレター、Vol.23, No.3, 26-29, 2011.
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